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( 1 0 3) 高橋泰頼名誉 教授 略年譜

明
治
三

八

年

一

〇
月
九
日

大
正

〓
一

年

四

月
一

日

昭
和
四

年

三

月
三

一

日

七

月
二

日

昭
和
六

年

一

〇
月
二

七

日

昭
和

一

〇
年

七

月
一

〇
日

昭
和

一

一

年

一

二

月
一

二

日

昭
和

l

七

年

八

月
一

〇
日

昭
和
二

二

年

(

一

九
〇
五

年
)

静
岡
県
浜
松
市
に

生

ま
る

｡

(

一

九
二

三

年
)

東
京

商
科
大
学
予
科
入

学
｡

(

一

九
二

九
年
)

東
京

商
科
大
学
学
部
卒
業

｡

東
京

商
科
大
学

補
手
を

命
ぜ

ら
れ

る
｡

(

一

九
三

一

年
)

東
京
商
科
大
学
助
手
に

任
ぜ

ら
る

｡

(

一

九
三

五

年
)

東
京
商
科
大
学
予
科
教
授
に

任
ぜ

ら

る

(

東
京
商
科

大
学
助

手
を

兼
任
)

｡

(

一

九
三

六

年
)

東
京
商
科
大
学
助
教
授
兼
東
京
商
科
大
学
予
科
教

授

に

任
ぜ

ら

れ

る
｡

(

一

九
四
二

年
)

東
京
商
科
大
学
教
授
兼
予
科
教
授
に

任
ぜ

ら

る
｡

(

一

九
四

七

年
)

一

二

月
一

九
日

昭
和
二

大

年

四

月
二

七

日

昭
和
〓

八

年

一

月

〓
ハ

日

二

月
六

日

四

月
一

日

金
利
調
整
審
議
会
委
員
を

委
嘱
さ

る

(

二

七

年
】

二

月
解
任
)

｡

(

一

九
五

一

年
)

通
貨
発
行
審
議
会
委
員
を

委

嘱
さ

る

(

二

七

年
七

月

解
任
)

｡

(

一

九
五

三

年
)

経
済
学
博
士
の

学
位
を

授
与
せ

ら

る

(
｢

国

民

所

得

の

基
本
問
題
+

昭

和
二

六

年
､

に

よ
る
)

｡

経
済
学
研
究

､

各
国
通

貨
制
度
お

よ
び

金
融
事
情
調

査
の

た

め
､

ア

メ

リ

カ

合
衆
国

､

イ
ギ

リ

ス
､

フ

ラ

ン

ス
､

西
ド

イ

ツ

の

各

国
へ

出
張
を

命
ぜ

ら
る

｡

一

橋
大
学
教
授
(

商
学
部
)

に

配
置
換
せ

ら
れ

､

一

橋
大
学
東
京

商
科
大
学
教
授
に

併
任
せ

ら

る
｡

あ
わ

せ

て
一

橋
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科
担
当
を

命
ぜ

ら

る
｡

六

月
一

二

日

出
張
先
に

つ

き
､

ベ

ル

ギ
ー

､

オ

ラ
ン

ダ
､

ス

イ
ス

､

イ

タ

リ

ア

各
国
の

追
加
を

命
ぜ

ら
る

｡

こ

の

間
､

鮭

】

へ
じ

済
学
会
連
合
会
の

委
嘱
に

よ

り
､

イ

タ

リ

ア

に

お
い

乃
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.
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昭

和
〓

九
年

一

月
二

八

日

一

〇
月
三

一

日

昭
和
三
〓

年

一

二

月
一

七
日

昭
和
三

五

年

四

月
一

日

昭
和
三

大

年

て

開
催
の

｢

国
際
経
済
学
会
+

に

出
席
す

｡

(

一

九
五

四

年
)

欧
米
諸
国
出
張
よ

り

帰
国

｡

一

橋
大
学
商
学
部
長
に

併
任
せ

ら
る

(

任
期
ほ

昭

和

三
一

年
一

〇
月
三

〇
日

ま
で
)

｡

(

一

九
五

七

年
)

大
蔵
省
金

融
制
度
調
査
会
委
員
を

委
嘱
さ

る

(

昭

和

四
三

年
七

月
解
任
)

｡

(

一

九
六

〇
年
)

一

橋
大
学
付
属
図
書
館
長
に

併
任
せ

ら
る

(

任
期
ほ

昭

和
三

七

年
三

月
三

一

日

ま
で

､

昭

和
三

十
六

年
三

月
三

十
一

日

解
任

)

｡

(

一

九
六

一

年
)

四

月
一

日

昭
和
三

九
年

四

月
一

日

昭
和
四

四

年

三

月
三

一

日

四

月
一

日

一

橋
大
学
長
に

任
ぜ

ら
る

(

任
期
は

昭

和
三

九
年
三

脚

月
三

一

日

ま
で
)

｡

あ

わ

せ

て
､

一

橋
大
学

東

京

商

科
大
学
長
に

併
任
せ

ら

る

(

任
期
は

昭

和
三

七

年
三
.

月
三

一

日

ま
で
)

｡

(

一

九

六

四

年
)

三

月
三

一

日

を
も
っ

て
一

橋
大
学
長
の

職
を

免
ぜ

ら

る
｡

一

橋
大
学
教
授
.(

商
学
部
)

に

任
ぜ

ら

る
｡

(

一

九
六

九
年
)

一

橋
大
学
停
年
制
規

蕪
に

よ

り
､

■一

棟
大

学

教

授

(

商
学
部
)

を

退
職
す

｡

一

橋
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
を

授
与
せ

ら

る
｡




